
達成状況 学校関係者評価 今後の改善点

（４）児童生
徒理解を基
盤とした生徒

指導
決まりを守り，人の気持ちを考えながら過ごすことができる学校（生徒指導）
【目標】人の気持ちを考えながら行動することができる子どもの育成
【指標】児童・保護者アンケートにおいて，8「自分からあいさつができる」，9「時間を
守る行動を意識している」，10「人の気持ちを考えて行動することができる」割合が80％
以上。 Ａ

児童アンケート８～１０の項目すべてで，８０％を超える結果となった。特に，項目９では９５．４％，
項目１０では８９．５％という達成状況であった。児童一人ひとりが，周りの人の気持ちを考えながら学
校生活を過ごす様子が増えてきているのが感じられる。今後も、学校全体で統一した指導を行っていきた
い。

先生方の児童への指導が，評価できる。
地域の方や先生には，挨拶できる子どもが増えた。しかし，子ども同士の挨拶があまり見られない
ように思う。まだ挨拶ができない子どももいるが，全く挨拶できなかったところから小さく口を動
かして言うようになった子どももいる。低学年からしっかりと指導する必要がある。また，思春期
の子どもたちには，粘り強く，温かく働きかけを続けたい。
社会のルールを教えるのは大人の務めである。大人全体が子どもたちに注意ができる社会でありた
い。

「自分からあいさつをする」「時間を守る行動を意識する」「人の
気持ちを考えて行動する」という３点を今後も意識させて生活する
ように指導を続ける。とくに子どもたち同士でのあいさつの習慣づ
けが課題であるため，あいさつ運動にさらに意欲的に取り組んでい
きたい。また，きまりが何のためにあるのかという点で，子どもた
ちが納得できるような意味のあるきまりを大切にして指導していき
たい。

組織的で統一感をもった生徒指導（生指部会）野村
【目標】統一感をもった指導がなされるよう，情報共有を徹底する。
【指標】日ごろから，同じ学年の教員で情報共有ができているか。また，何か問題事象が
あった場合には，学年・学年部・担当者・関係者・管理職ですばやく情報共有ができた
か。職員アンケート5～8において，肯定的な回答が80％以上。 Ｂ

問題行動が発生したときに，迅速に対応・指導できる体制ができているかという項目において８０％以
上，それぞれの職員が役割を自覚して組織的に対応しているという項目で７９．９％という達成状況で
あった。

今年度は、コロナ禍の中で例年通りの避難訓練が実施できなかった。訓練としては、一次避難までとし、
その前後の指導では災害状況をイメージした中での避難の仕方（避難経路・避難場所・避難方法等）を丁
寧におこなった。また、防災ノートの活用を積極的におこない、定期的な学習の機会を提供することがで
きた。

防災ノートとは，どのような物か。どのように活用しているのか。
Ｂ評価となった理由は何か。

学校で被災することを大前提とする避難訓練だけでなく、登下校
時や放課後等、大人が近くにいない状況での避難について、具体
的な手立てを示していくことが必要と考える。（５）安全で

安心な学び
の場づくり

保護者・地域と連携した安全安心対策（管理職）
【目標】地域との連携体制の構築
【指標】学校運営協議会，まちづくり協議会,自治会等，地域へ学校からの情報を素早く発
信できるように，メール配信ができる体制を整える。

Ｂ
新型コロナウイルス感染拡大により，ボランティア活動を昨年度並みに実施することが難しくなった。そ
んな中でも，毎朝の子どもたちの登校を見守ってくださる地域の方々とはしっかり連絡体制を構築でき
た。一方，昨年度登録してもらった地域の見守りボランティアを更新して活用したり，メール登録を依頼
したりすることができなかった。

青パトが3台となり，充実した見回りができている。
本年度は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動を縮小せざるを得なかったが，次年度は，
自治会や安全安心（見守り）ボランティアへの連絡体制を整備して，子どもたちの地域での安全性
をさらに高めたい。

Ｂ

（６）学校運
営協議会を
中心としたコ
ニュニティ・
スクールの
推進

学校運営協議会での協議に基づく改善（管理職）
【目標】協議内容の職員・保護者・地域への発信と具体的な取組の共有
【指標】学校運営協議会各回で話し合われた内容を「学校運営協議会だより」によって学
校内外に発信し，保護者の周知率50％以上とする。

Ｂ
学校運営協議会やその活動の周知率は，昨年度41.6％から本年度51.5％と，約10％の向上を達成すること
ができた。しかし，新型コロナウイルス感染拡大により，学校の年間計画を大きく見直すこととなり，学
校運営協議会での協議に基づく改善活動は十分だったとは言えない。

本年度は，このような状況だったので，年間計画通りに教育活動を行えなかったことはやむを得な
い。次年度は，学校の課題等についての協議の機会も増やし，学校改善をさらに前進させたい。

　自校の教育課題の共有と改善に向けた協議による学校づくり
に,家庭や地域がそれぞれの立場で具体的な取組を行うことを通
して,周知率を上げていきたい。

地域の教育力の活用（管理職）
【目標】学校・保護者・地域全体による子どもたちの「規範意識」「自己肯定感」の向上
【指標】児童アンケート13・14、保護者アンケート13・14において，「規範意識」「自己
肯定感」があると答える児童の割合を，それぞれ90％，80％以上とする。 Ａ

30時間越えが3名というのは，多いのではないか。定時退校率が前年より落ちているのも気にな
る。コロナ関係での対応や，研修等の準備に時間がかかったとのことだが，改善を期待したい。未
達成の先生が，定時退校できなかった理由は何か。学校全体の問題はないのか。掘り下げて次年度
につなげる必要がある。
職員アンケート１０「会議において実効性のある話し合いがなされ，実践されている」が肯定的回
答が６３．９％に低下している。短い時間でも，よい討議をしてほしい。
職員アンケート１１「学校運営の核となるリーダーと，教育活動の改善等について，絶えず意見を
交換している」に対する肯定的回答が７３．７％に留まっているのは，学校改善が進み，意見交換
の必要性がなくなってきているためか。

　一部の教員に仕事が偏らないように,業務の平準化や繁忙期と
閑散期を見通しての仕事の割り振りを行う。
　業務改善について,各々が当事者意識をもち,積極的に提案し実
行できる仕組づくり。
　校時表，学校・学年・学級だよりの内容・配布方法の見直し。
　職員会議中は、留守番電話対応とする。

学校環境の整備（管理職・教務）
【目標】環境整備をトップダウンからボトムアップへ転換する。
【指標】管理職からではなく，職員からの提案による環境整備を10件以上実施する。 Ａ

職員の提案による環境整備が昨年度より大幅に増えた。「チーム加佐登」としての意識が醸成されてきた
ことが表れていると考える。

先生が一人ひとりをよく見てくれていることが，自己肯定感の向上につながったのではないか。
子どもたちの成長は，地域の人とのコミュニケーションに依るところも大きいのではないか。地域
とのつながりを大切にしていってほしい。
家庭での教育もとても大切である。保護者が見通しをもった教育ができるよう，保護者を対象にし
た子育て研修の機会を設けてはどうか。

　保護者・地域に教育に関して関心をもってもらうための手立て
を考えていきたい。例えば,家庭教育学級との連携,地域学習の活
用,学校HPでの発信等。

ボトムアップというのは，素晴らしい。ブランコの柵の設置や，給食室のトイレが洋式に改修され
ること等，ボトムアップによって環境改善のスピードが増している。
学校の環境整備は，ＰＴＡやまちづくり協議会の皆さんにご支援いただいていることも大きい。
運動場フェンス沿いの小倉井用水周りは草が生い茂っている。泥上げの土が積もっている。除草
は，どこがどのように進めるのか，はっきりとさせておくとよい。清掃作業が必要なら協力した
い。

　今年度作成した「修繕等の依頼票」を積極的に活用する。教職
員だけでなく,子どもたちもに環境整備・改善について意識させ
ていきたい。

【４～６年児童アンケートにおける肯定的回答】
「規範意識」R1年度88.0％→R2年度94.8%（前年度比+6.8%）
「自己肯定感」R1年度74.7％→R2年度83.0%（前年度比+8.3%）
【保護者アンケートにおける肯定的回答】
「規範意識」93.1％，「自己肯定感」81.7％
学校職員，保護者，地域からの子どもたちへの肯定的な声かけも向上の一因となっていると考える。それ
により，子どもたちからの明るく素直な反応も増えてきた。

総勤務時間の縮減（管理職・教務）
【目標】業務の効率化
【指標】12月～3月の時間外労働を全員が120時間以内（月平均30時間以内）とする。全員
が，月2回の定時退校日のうち，少なくとも1回は定時退校する（定時退校率50％以上）。

Ｂ

12月の平均時間外労働時間18.7ｈ（前年度25.3ｈ）
30時間越え者3名（前年度6名）
定時退校率43.5％（前年度61.9％）
・勤務時間の縮減は進んでいる。しかし、定時退校率が低下してしまっているので、職員全員で取り組む
意義を確認し、意識を高めていく必要がある。

（７）教職員
の働きやす
い労働環境
づくり

一人ひとりの個性に応じた具体的な支援方法について研修会を行ったことは評価できる。検証
については，それぞれの児童に対する実践報告の機会をもてばよいのではないか。

校内支援委員会において、研修会で学んだ支援方法の成果につい
て報告をする。その結果を検証し、その内容を来年度以降も実践
できるよう「すずかっ子支援ファイル」等に残し、確実な引継ぎ
を行う。

組織的・継続的な特別支援教育（特別支援教育担当）長谷・三村・谷口
【目標】個に応じた支援の方向性の共有・継続
【指標】校内支援委員会を月に1回実施，及び該当児童の支援計画作成100％。また，必要
に応じて随時ケース会議を開催。

Ａ
校内支援委員会を毎月実施し，学年会で報告された支援を必要としている児童の様子や状況の情報共有を
行った。また，スクールカウンセラーやその他の専門機関との情報共有を図れるように連絡をしたり，校
内支援体制の検討を行ったりした。支援計画は１００％作成。ケース会議は，本年度２回実施した。

特別支援コーディネーター，校内支援委員会が中心となり，組織的な支援体制が機能しているのが
素晴らしい。
引継ぎ支援会議の数，時間については，働き方改革の視点から改善ができないか。

校内で進級する際の引継ぎ支援会議は2020年度から実施なしにし
た。進学・入学先への引継ぎ支援会議については，引き続き実施す
る。（鈴鹿市教育振興基本計画実行計画に取組内容として明記され
ている。）

（３）一人ひと
りに応じた指
導・支援の
体制づくり

個に応じた授業づくりや支援の工夫（研修部会）平子・谷口
【目標】個の理解を深め，それに応じた教材や支援の工夫
【指標】研修会で，課題をもつ子の困り感を共有したり，支援方法の研修会を行ったりす
る。外部機関と連携し，支援方法を校内で還流していく。

学年を跨いだ問題については，対応のスピードアップが必要である。すぐに対応できる体制は必
要。先生方の安心がより良い教育につながる。問題発生時の「共有」体制等で，更に向上する必要
あり。
職員アンケート７「子どもがルールを破っている時に，誰もが注意・指導をする」ということは教
育機関として必要不可欠な事案だと思う。「十分できている」がもっと伸びるとよいと思う。
職員アンケート12「何かあればすぐ担当者に情報が入り，組織全体で情報が共有されるよう『報
告・連絡・相談』が実施されている」は，組織人として必須である。肯定的回答が78.9％なのは不
十分である。

　カナダでの出来事を発端とした取組が世界中に広がり，関わってきた人々
の思いを伝え，考えさせるために，毎年各学年の児童の実態に応じた指導内
容で加佐登小学校の人権教育を進めてきている。ピンクシャツの確かな意味
を伝えるため，今後も加小通信で年度初めに保護者にも伝え，ピンクシャツ
運動を例とした”人権”を大事にする学習を各学年，各学級で取り組んでい
く。また，学級通信等でも人権教育学習内容をその都度伝える機会を大切に
し，保護者の理解や行動の広がりや，児童の意識向上につなげていきたい。

不登校やいじめのない学校づくり（生指部会）野村
【目標】職員間及び関係機関との連携によるきめ細かい指導・支援
【指標】組織的な対応と情報の共有を徹底する。児童アンケート６「いじめはどんな理由
があってもしてはいけない」と考える児童100％。児童アンケート７「いじめを見たり聞い
たりした時に，やめるように言ったり，誰かに伝えたりすることができますか。」と考え
る児童が80％以上。 Ｂ

　今年度は，１学期発覚したいじめについて該当児童と担任で話し合い，職員との共通理解を図った。職
員会議や打ち合わせで情報交流も行っている。学期1回いじめアンケートを実施し，児童の様子を把握し
気になる児童について対応した。スクールライフサポーターと連携し，不登校（傾向）児童の対応にあた
り，改善された。
　児童アンケート６は，９９．３％，児童アンケート７は，８９．６％だった。いじめ事案に出合った際
に，止めるよう直接伝えたり，誰かに伝えたりできるような子どもたちを，さらに育てていく必要があ
る。また，いじめの未然防止に向け，職員が意思統一をして指導に当たることは勿論，いじめの早期発
見，いじめ発覚後の事実確認，及び全校で統一した指導方針の決定をすばやく行えるような体制づくりを
していく必要がある。

「いじめはいけない」という回答が，保護者の理解よりも高い。小さい学年の時から，継続し
た取組をしていくことが大切であると考える。

　今後は，意思統一をして指導していくことはもちろんであるが，
いじめが発覚した後，すばやく対応して，統一した指導をできるだ
け早く行なっていく必要がある。また，いじめはどんな理由があっ
てもしてはいけないと考えたり，もしそのようなことが起こっても,
直接加害者側におかしいことを伝えたり，誰かに相談したりできる
ような子どもたちを育てていきたい。教職員も一丸となって，たく
さんの目で，一人一人の児童と向き合い，指導の励んでいく。

Ｂ
４月に特別支援学級の子どもの困り感等について研修会を行い，毎月校内支援委員会でも現状を伝えてい
る。１０月にも全体を見通して課題に対応する研修会を持った。子どもの困り感を解決する方策や具体的
な支援方法を学ぶ教職員の研修会を持ったが，そのことを実際に実践できたかどうか検証をしていく必要
がある。

　今後は，まずは担当者にきちんと報告していくことを徹底す
る。また，組織全体できちんと共有されるように，小さなことで
も報告していく。日ごろから学年の先生と相談することを怠ら
ず，特に何か問題事象があった場合には，学年・学年部・担当
者・関係者・管理職ですばやく情報共有をする。

 自治会や安全安心（見守り）ボランティアへの連絡体制を整備
する。

世の中の変化に敏感になりながら，よいものは残していく,成果のあ
るものは積極的に取り入れていく姿勢を,全職員で共有していく。今
年度，自主研修会,新任指導に関連した授業公開と，研修部として
は，授業を参観できる機会を可能な限り作り提案してきた。しか
し，それらが活用できていないので，職員一人ひとりが「ほかの先
生から学ぼう」という気持ちを持つこと，少しでも余裕を増やせる
仕事のしかたを模索していくことを，行っていきたい。

教育ＩＣＴの日常化（ＩＣＴ担当）野堀，平子
【目標】ＩＣＴ機器を使用していく授業づくり
【指標】ＩＣＴ支援員さんを積極的に活用する。また，週3回以上はクロームブックやプロ
ジェクター等を授業の中でも使っていく。職員アンケート3において，肯定的な回答が80％
以上。 Ｂ

ICTを活用した授業つくりが実施でき，指標に達している。各学年等で，早い時期から学習計画を立
て，ICT支援員さんへの連絡や調整がしやすいようにすれば，さらに活用を増やせたのではないかと
思われる。

今年度は貸出冊数が少なくなった。クラスごと・学年ごとの貸出
ランキングを作っていくなど,また来たいと思える図書館運営を
行っていく。

安全教育（安全指導担当）山崎
【目標】主体的に安全を守ろうとする子どもの育成
【指標】年3回避難訓練を実施し，安全な学校生活を過ごすために，自分で工夫をしたり，
訓練に積極的に取り組んだりする児童が90％以上。

（２）互いを尊
重し，安心で
きる人間関
係づくり

図書館教育の充実（図書館教育担当）大世古・明石
【目標】豊かな心を育む読書活動の推進
【指標】図書館祭りにおける図書委員の読み聞かせを年2回実施，教員による読み聞かせ
「お話ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ」を年5回実施する。主に1～4年で，朝の読み聞かせを年15回以上実施す
る。巡回指導員によるﾌﾞｯｸﾄｰｸを各学年で1回以上実施する。テーマに沿ったコーナーを定
期的に図書室に設置する。その結果として，平均貸出冊数を年間で低学年30冊以上、高学
年20冊以上とする。児童アンケート4において肯定的な回答が80％以上。

Ｂ

図書館まつりは，密を避けるために，図書委員がビデオでの読み聞かせを行ったり，図書クイズを行った
りして，これまでとは違った形で実施をすることができた。読み聞かせボランティアの方や教員による読
み聞かせも，目標回数以上実施することができた。巡回指導員によるブックトークは，４つの学年で実施
をした。季節のテーマに沿ったコーナーを定期的に設置することができた。平均貸出冊数は，低学年20
冊・高学年8冊となり,全学年で目標値を達成することができなかった。９月に図書パソコンが故障し，貸
出データがない月があったり，４月・５月に休校していて貸出が出来なかったことが原因と考えられる。
児童アンケート４において，図書館の積極的な活用については肯定的な回答が41.2％（前年比-21.5％）
にとどまった。クロムブックが導入され，本を活用して調べ学習を行う機会が減ったため，図書館の活用
が減ったと考えられる。図書館ならではの良さを生かした活用ができる取組をしていく必要がある。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため，図書館運営も難しい面があるが，子どもたちの読書
に対する意欲を高めることができるよう改善を続けてほしい。
図書館ならではの良さとは，どのようなことが考えられるか。次年度に取り組む内容を明らか
にするとよい。

Ｂ

人権を尊重する態度の育成（人権教育担当）新開
【目標】自尊感情を高め相手のことを思いやれる心の育成
【指標】毎月「人権の日」を設定し，人権について自分を見つめる機会を設ける。また，
人権の授業を各クラスで月1回以上行う。児童アンケート５,６,７,１０,１４で肯定的な回
答80％以上。教職員の人権意識を高めるための研修を行う。年間3回以上。 Ｂ

人権に関わる授業や活動を毎月設定している「校内人権の日」や１１月のいじめ防止強化月間を中心に各
学級や各学年で実施することができた。さらに,人権意識向上を促すための教職員のピンクシャツ着用
や，それらの意味を家庭や地域に発信してきたことで,自らピンクの物を身に付ける児童も多く見られる
ようになった。児童アンケートでは５,６,７,１０,１４のすべての項目で肯定的回答の児童が83～99％
だった。特に１０,１４では,昨年度よりも５～８％増え,自己肯定感の改善や人権意識の向上の傾向があ
ると捉えられる。今後も引き続き，教師から発信していく取組を継続していきたい。

ピンク色の物を身に付けるのは，学校独自の取組か。男の子にはハードルが高いのではないか。ど
のくらいの子どもが実際に身に付けているのか。強制はよくない。子どもに意味を伝え，働きか
け，自主的に取り組むようになる取組がよい。その上で，やる子が増えれば，意義がある。
人権に対する意識の向上が見受けられる。ピンクシャツ運動の更なる推進を期待する。
学年たより等で，取組について発信し，保護者の意識を高めることも必要である。

来年度から，一人に一台ずつ端末が整備される。ICT整備が進んでいて素晴らしい。児童の読み書
きの学習が疎かにならないか。スマホやゲーム機への依存が加速しないか心配である。
先進校の好事例を参考に，年齢に即したICTリテラシーについてのカリキュラム作成が必要であ
る。
プロジェクター・タブレットの利用によって，授業等の効率アップが図られている。また，
Chromebookでの学習により，知識・技能の向上が期待できる。
ノーメディアデーの取組と矛盾はないか。どのように，ICT教育と整合性をとるのか。
ICT機器の活用例として，漢字の書き順の学習には有効である。
ICT機器に関する教職員の研修が必要となるが，どのように進めていくのか。

来年度は一人端末が整備されるので,それを使った効果的な研修
を進めていきたい。また,使い方についても,年齢に応じた情報リ
テラシーを検証していく必要がある。必要に応じて,課題を見つ
けて改善策を考えていきたい。

（１）主体的・
対話的で深
い学びの視
点からの授
業づくり

「分かる喜び」「学ぶ楽しさ」を実現する授業づくり（研修部会）井村・谷口
【目標】全員参加の授業づくり
【指標】提案授業を年6回（全体3回，学年部3回）入れる。授業公開を全職員が1回は行
う。自主研修会を定期的に行う。各学年で，算数クイズの掲示を作成する。職員アンケー
ト2において，肯定的な回答が80％以上。

Ｂ
提案授業を年6回行うとともに，自主研修会を頻繁に行ったり初任者研修の機会に全学級が授業公開を
行ったりして，研修する場を増やした。職員アンケート２は84.2パーセントと上昇した。４も73.7％と昨
年度より15.8％上昇した。さらに研修を充実させていきたい。

提案授業を全学年で行った成果が出ている。
若手の先生方にとって，机上の知識と現場は違うので，若手育成の体制づくりは十分してあげてほ
しい。学校として良い先生を育ててください。

来年度も,一つひとつの研修会がより実りのあるものとなるように話
し合いを重ねながら,実施していく。また，学年・学年部で普段話し
合える雰囲気を大事にしながら,来年度も自主研修会を行い，学校全
体で力をつけていける機会を作っていく。

【めざす学校像】安心して過ごせる学校「毎日が楽しく，明日が待たれる学校」

各学年で意識して書いたり話したりする活動を取り入れることで，自分の思いや考えを持って授業に参加
できる児童が増えた。保護者アンケートは１が13.2％増加,２が7.8％増加したが,児童アンケートは１が
75.1％と0.9％減少,２が3.1％増加した。保護者は児童の成長を実感しているが,児童はまだ少し実感でき
ず困り感をかかえている部分もあると思われる。児童の実態を正確に把握し,さらなる授業改善を行って
いきたい。

職員アンケート９「他のクラスや学年の子どもたちの様子にも関心をもち，子どもに声掛けをした
り，自分の授業を開いたり他のクラスの授業を参観したりしている。」は，１５．８％の職員が
「あまりできていない」と回答している。専門職として非常に大切なことだと思うが，なかなか余
裕がないのだろうか。
今後，教科書もデジタル化されるのか。それにより，授業はどのように変容するのか。

令和２年度　学校関係者評価書（様式）

鈴鹿市立加佐登小学校 【学校教育目標】思いやりをもち，自ら考え，自ら判断し，意欲的に取り組む子の育成

評価項目 本年度の教育活動の目標と
評価のための具体的な指標

成果と課題

新学習指導要領に即した授業改善（研修部会）井村・谷口
【目標】主体的・対話的な学びのある授業づくり
【指標】授業の中で，自分の考えを書いたり話したりする機会を意図的に設けていく。児
童が学び合う中で学習を進めていけるように，教師の発問や授業の流れを工夫していく。
児童アンケート1,2において，肯定的な回答「はい」「どちらかといえばはい」が80％以
上。


